
題字は

八幡平・寺田小６年

伊藤雅さん

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
苗
に
水
や
り
を
す
る
児
童

�
日

盛岡商高生の歓迎を受ける豊原商業高級中学校の生徒たち

県民の森春まつりをアピールする
職員。多彩な木工体験も楽しめる

１年生にプラス日報の使い方を教える２年生（右）
プラス日報の使い方について、岩手日報
社社員の説明に耳を傾ける渋民中の生徒

盛岡市の渋民中（小松山浩樹校長、生徒１４９

人）は４月、２年生が１年生にプラス日報の

使い方を教えた。「調べる」「クミハン」と

いったメニューの操作方法をマンツーマンで

指導。昨年度防災学習や復興学習などで利用

してきた２年生は、自分たちの取り組みを振

り返りながら先生役を務め、後輩に使い方を

伝授した。

１年生１人に対して２年生１、２人が担当。

タブレット端末を操作しながら「ここに検索

したいキーワードを打ち込んで」「クミハン

はこう使うんだよ」などと助言した。

活動に先立ち、生徒は岩手日報社員による

プラス日報の基本的な使用方法の説明を聴

講。操作手順の概要を把握した上で、２年生

が１年生に指導した。
りゅう が

江田隆雅さん（２年）は「１年生と交流し

ながら使い方を教えることができた。これか

らもプラス日報を使って情報収集力や表現す
ひとつかぶと あ お

る力を高めたい」と語り、一兜蒼央さん（１

年）は「体験したことや学習した内容をクミ

ハンでまとめていきたい。読みやすい新聞に

仕上げたい」と意気込んだ。

同校は２０２４年度からプラス日報を利用。岩

手山噴火を想定した避難訓練の事前学習で記

事を検索したり、宮古市での復興学習をまと

めた個人新聞を「クミハン」で作成するなど、

さまざまな学習活動に役立ててきた。

１年担任の山下摂子教諭は「マンツーマン

で指導することで、１年生一人一人に丁寧に

対応できていたので良かった。これからも学

習活動に活用していきたい」と見据えた。

衛星利用測位システムを活
用した田植え機に乗る生徒

さまざまなテーマで大人と対話する沼宮内高の生徒たち

鶏肉の白（中央）と豚肉の黒（左）はいずれも
小８００円から。ビーフカレー（９００円）も人気だ

八
幡
通
り
の
一
角
で
「
地
域
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
意
気
込
む
長
谷
川
智
美
店
主

◇
夜
間
急
患
（
内
科
・
小
児
科
）
＝

盛
岡
市
夜
間
急
患
診
療
所
（�
～
�
時
、

盛
岡
市
神
明
町
６
５
４
・
１
０
８
０
）

◇
小
児
救
急
入
院
受
け
入
れ
当
番
病

院
＝
県
立
中
央
病
院
（
盛
岡
市
上
田
一

６
５
３
・
１
１
５
１
）

盛
岡
市
加
賀

野
の
岩
手
大
付

属
小
（
米
谷
毅
彦
校
長
、
児
童

５
２
６
人
）
に
�
日
、
「
人
権

の
花
運
動
」
の
花
の
苗
�
株
が

贈
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
植
栽
し
、

思
い
や
り
の
心
を
育
ん
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
４

～
６
年
生
約
�
人
が
参
加
。
人

権
擁
護
委
員
２
人
に
教
わ
り
な

が
ら
、
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
な
ど
の
苗
を
プ
ラ
ン
タ

ー
に
植
え
、
じ
ょ
う
ろ
で
水
や

り
を
し
た
。

委
員
長
の
田
村
雄
李
さ
ん

（
６
年
）
は
「
作
業
を
し
な
が

ら
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
花
を
見
た
人
も
同

じ
よ
う
に
感
じ
て
く
れ
た
ら
い

い
な
」
と
願
っ
た
。

市
や
盛
岡
地
方
法
務
局
な
ど

が
連
携
し
た
運
動
は
、
児
童
に

生
命
の
尊
さ
を
実
感
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。

同
日
は
好
摩
小
に
も
贈
っ
た
。

来
月
上
旬
ま
で
に
市
内
の
計
�

校
で
実
施
す
る
。

岩
手
町
の
沼

宮
内
高
（
横
坂

さ
く
ら
校
長
、
生
徒
�
人
）
で

�
日
、
相
手
を
変
え
な
が
ら
対

話
を
繰
り
返
す
「
ト
ー
ク
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
」
が
開
か
れ
た
。

１
年
生
�
人
と
町
内
外
の
大
人

が
語
り
合
い
、
多
様
な
価
値
観

に
触
れ
た
。

生
徒
と
同
数
の
銀
行
員
や
警

察
官
、
町
職
員
ら
が
輪
を
描
く

よ
う
に
対
面
。
「
町
に
秘
密
基

地
を
建
て
る
と
し
た
ら
ど
う
造

る
」
「
周
り
で
か
っ
こ
い
い
生

き
方
を
し
て
い
る
の
は
ど
ん
な

人
」
な
ど
幅
広
い
題
を
設
け
、

１
分
ご
と
に
相
手
を
変
え
て
一

対
一
で
話
し
合
っ
た
。

ひ
ゅ
う
が

四
日
市
彪
雅
さ
ん
（
１
年
）

は
「
初
対
面
で
も
笑
い
を
交
え

つ
つ
会
話
が
進
ん
だ
。
年
代
が

離
れ
て
い
て
も
自
分
と
近
い
考

え
を
持
っ
て
い
た
」
と
親
し
み

を
寄
せ
た
。

町
が
主
催
し
、
本
年
度
は
町

内
４
小
中
学
校
で
も
予
定
す

る
。
参
加
し
た
同
町
川
口
の
保

育
士
橋
本
里
奈
さ
ん
（�
）
は

「
高
校
生
は
地
域
の
未
来
を
担

う
存
在
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
を

元
気
に
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

し
た
。

盛
岡
市
八
幡
町
の
八
幡
通
り
に
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
店

ば
ん
が
い

「
幡
街
じ
ゃ
じ
ゃ
よ
し
」
（
長
谷
川
智
美
店
主
）
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
味
の
柱
と
な
る
自
家
製
の
肉
み
そ

は
、
白
黒
の
２
種
類
で
そ
れ
ぞ
れ
鶏
肉
と
豚
肉
を
使

用
。
「
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
は
自
由
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自

分
好
み
に
楽
し
め
る
地
元
名
物
を
観
光
客
や
地
元
客
に

広
め
る
。

肉
み
そ
の
白
は
鶏
肉
と
白
ご

ま
、
白
み
そ
、
黒
は
豚
肉
と
黒

ご
ま
、
赤
み
そ
が
ベ
ー
ス
。
シ

イ
タ
ケ
と
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
を

加
え
、
う
ま
み
、
甘
さ
、
食
感

を
引
き
立
て
る
。

じ
ゃ
じ
ゃ
麺
で
鶏
ひ
き
肉
を

使
っ
た
肉
み
そ
は
珍
し
く
、
同

業
者
か
ら
は
「そ
う
き
た
か
！
」

と
の
声
も
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
よ
う
と
考
案
し
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
味
が
女
性
を
中
心
に
人

気
を
集
め
て
い
る
。

客
そ
れ
ぞ
れ
が
１
０
０
点
満

点
の
味
を
調
合
で
き
る
よ
う
に

テ
ー
ブ
ル
に
は
酢
、
ラ
ー
油
、

紅
し
ょ
う
が
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど

�
種
の
調
味
料
が
ず
ら
り
。
食

べ
方
や
感
想
を
自
由
に
記
入
で

き
る
ノ
ー
ト
も
設
置
し
、
要
望

が
あ
れ
ば
調
味
料
の
追
加
も
検

討
す
る
。

じ
ゃ
じ
ゃ
麺
店
だ
っ
た
店
舗

を
引
き
継
ぎ
、
４
月
に
開
業
。

高
校
時
代
、
八
幡
町
に
住
ん
で

い
た
長
谷
川
店
主
（�
）は
「
よ

く
近
所
の
飲
食
店
で
ご
飯
を
食

べ
、
育
て
て
も
ら
っ
た
。
盛
岡

三
大
麺
の
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
で
、
八

幡
通
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
感
謝
を
胸
に
、
地
域
を

元
気
づ
け
る
。

火
曜
定
休
。
午
前
�
時
～
午

後
２
時
（日
曜
は
同
３
時
）
。
水

―
土
曜
は
午
後
５
時
～
同
９
時

も
営
業
す
る
。
（佐
藤
し
お
ん
）

紫
波
町
稲
藤

の
紫
波
三
中

ひ
ろ
の
ぶ

（
法
貴
裕
誠
校
長
、
生
徒
１
１

２
人
）の
２
年
生
�
人
は
�
日
、

ス
マ
ー
ト
農
業
を
学
ぶ
学
習
の

一
環
で
、
衛
星
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
活
用
し
た

自
動
運
転
の
機
械
を
使
っ
た
田

植
え
を
体
験
し
た
。

水
分
上
地
区
環
境
保
全
活
動

組
織
と
農
機
大
手
ク
ボ
タ
（
大

阪
市
）
の
協
力
で
実
施
。
地
元

の
農
事
組
合
法
人
が
管
理
す
る

水
田
０
・
３
㌶
で
田
植
え
機
に

生
徒
２
人
ず
つ
同
乗
。
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
を

放
し
て
も
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
苗

を
真
っ
す
ぐ
に
植
え
な
が
ら
、

直
進
し
た
。

き

こ

田
口
祁
子
さ
ん
は
「
人
工
衛

星
か
ら
の
情
報
で
精
密
に
植
え

ら
れ
る
の
は
す
ご
い
」
と
驚
い

た
様
子
。
ク
ボ
タ
担
い
手
戦
略

推
進
室
の
及
川
一
也
技
術
顧
問

は
「
農
業
が
楽
し
い
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
期

待
す
る
。

生
徒
は
座
学
で
理
解
を
深

め
、
手
植
え
も
行
っ
た
。
ヒ
メ

ノ
モ
チ
は
秋
に
収
穫
し
餅
作
り

に
も
挑
戦
す
る
。

八幡平市松尾寄木の県民の

森オヤマダエンジニアリング

八幡平フォレストで�日、県

民の森春まつりが開催され

る。今回の目玉は施設周辺の松川水

力発電所の見学会。木と触れ合う工

作体験や新緑を楽しむ散策も満喫で

きる。

同発電所では、巨大な水圧管路や

普段公開されていない発電機などを

見ることができる。道のりはガイド

と一緒に散策し、新緑を楽しめる。

午前�時～正午、午後１時～同３時

の２回。定員各�人でガイド料は大

人千円、子ども５００円。

竹とんぼ、ぶんぶんごま作り、自

由工作コーナーなど木工体験も充

実。カプセルトイ「木がちゃ」、け

ん玉教室（要予約、定員�人）やバ

ルーンアート、盛岡農高生による森

林・環境に関する研究展示もある。

見頃を迎える「八幡平ドラゴンア

イ」からの観光客の周遊に期待し、

大型連休期間に開催してきた「さく

らまつり」を取りやめ、昨年初開催。

キッチンカーやフリーマーケットな

ど多数の出店やイベントが今年も会

場を彩る。

問い合わせは森林ふれあい学習館

フォレストアイ（０１９５・７８・２０９２）へ。

教
育
旅
行
で
来
県
し
た
台
湾

・
台
中
市
立
豊
原
商
業
高
級
中

学
校
の
生
徒
�
人
は
�
日
、
盛
岡
市
の
盛
岡
商

高
（
大
石
恭
平
校
長
、
生
徒
７
１
８
人
）
を
訪

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
生
活
や
地
域
の
文
化

を
紹
介
し
、
思
い
出
を
刻
ん
だ
。

高
級
中
学
校
は
、
日
本
の
高
校
に
相
当
。
商

業
を
学
ぶ
学
校
を
訪
問
し
た
い
と
い
う
同
校
の

希
望
で
交
流
が
実
現
し
た
。
歓
迎
式
で
は
、
盛

岡
商
高
さ
ん
さ
実
行
委
に
よ
る
踊
り
も
披
露
さ

れ
、
台
湾
の
生
徒
た
ち
は
演
舞
が
終
わ
る
と
大

き
な
拍
手
で
応
え
た
。

盛
岡
商
３
年
の
渡
辺
紗
来
さ
ん
は
「
台
湾
の

食
べ
物
の
紹
介
を
聞
き
、
日
本
の
食
文
化
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
た
」と
関
心
を
高
め
、豊
原
商

チ
ン
イ
ン
ジ
ェ
ン

の
学
務
主
任
の
陳
瑩
真
さ
ん
は
「
堂
々
と
し
た

踊
り
に
感
銘
を
受
け
た
。
自
信
を
持
っ
て
取
り

組
む
姿
勢
を
本
校
の
生
徒
に
も
見
習
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

一
行
は
�
日
に
来
日
し
、
盛
岡
誠
桜
高
を
訪

問
し
た
り
県
内
各
地
を
観
光
し
た
。
盛
岡
商
３

と

む

年
で
生
徒
会
長
の
清
野
友
夢
さ
ん
は
「
こ
れ
を

機
に
、
留
学
や
海
外
交
流
が
活
発
な
学
校
に
し

た
い
」
と
今
後
の
活
動
に
も
一
層
の
意
欲
を
見

せ
た
。
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アノテーション=正常終了！
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